
九州大学

　私はKevin Tomsovic 教授のもとで、次世代インバータ制御

を含めた電力系統の周波数安定性推定に関する研究を実施し

ました。自身で提案した研究手法をもとに、Tomsovic 教授と議

論を重ねながら研究を進めました。ワークショップや会議等に

参加する機会もいただき、分野内外の研究について聞くことが

できる貴重な経験となりました。

　初アメリカ、初一人暮らしと初めて尽くしの私生活でしたが、

こちらの友人や教授達にサポートしていただき、アメリカ文化

を楽しく感じながら暮らすことができました。私は普段からア

メフト観戦が好きなのですが、本場アメリカの専用スタジアム

で友人と共に観戦し、その規模・熱量・迫力に驚かされました。

　帰国後もやりとりを続けながら研究を実施することになって

おり、今後も論文投稿に向けて研究に取り組む予定です。最

後になりますが、このような貴重な経験をさせていただいた皆

様に感謝申し上げます。ありがとうございました。

海外派遣学生レポート 

今年度は海外連携が活発化しました。
PEP生の声を紹介します。

横浜国立大学大学院 理工学府化学・生命系理工学専攻

　　中村 悠人 （TD5年生）
派 遣 先：ヨハネス・グーテンベルク大学マインツ／
　　　　  ドイツ ラインラント・プファルツ州
派遣期間： 2023/4/3 ～2023/10/31

 　私は、電気を使用した有機化学反応の研究で著名な

Siegfried R. Waldvogel 教授のラボでフローリアクターを使用

するイソキサゾリン化合物の有機電解合成に関する共同研究

を行いました。学部生の頃からWaldvogel 教授の論文を参考

に勉強していたため、実際に滞在できる機会を頂けたことはま

るで夢のようで、大変刺激的な経験でした。共同研究は幸運

にも順調に進行し、同時にラボの人々との交流を楽しむことも

できました。

　留学を通じて得た最も重要な収穫は、自分で自覚していた以

上に、人との触れ合いが好きな自分に気付いた点です。異国で

の出来事は普段以上に楽しく感じられるとはいえ、人々と話し、

共に仕事をし、お酒を飲み、遊びに出かけるといった触れ合い

を自分がここまで楽しく、大切に感じられたことは重要な気づ

きでした。博士修了前にこのような気づきを得たことは、今後の

人生を大きく左右するだろうと考えております。 最後に、今回の

留学をサポートしてくださった全ての方々とPEP海外長期派遣

助成に深く感謝申し上げます。

■  ラボメンバーと。右端がWaldvogel 教授

■  Tomsovic 教授との打ち合わせ

早稲田大学大学院 先進理工学研究科 先進理工学専攻

　　志熊 亮佑 （TD3年生）
派 遣 先：テネシー大学ノックスビル校／アメリカ テネシー州
派遣期間：2023/9/28 ～2023/12/09
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